
■活用状況（全体像）

■令和7年度の具体的な活用状況

うち森林環境譲与税

■今後の実施計画

①林地台帳の更新 ②航空レーザ―システムを活用した森林資源等の解析

　令和６年度に変更となった地域森林計画に基づく最新情報を  森林整備の推進を図るため、航空レーザ―システムを

 もとに森林整備を実施することができるよう更新を図る。  活用し、効率的な施業が可能な森林等の調査を行う。

： 令和９年度 ： 令和９年度

： 300～400万円 ： 1,000万円

令和７年度森林環境譲与税の決算状況について

未執行額の活用方針
令和７年度末時点

の活用率
計令和７年度

4,889,000 22,280,000

24%

・林地台帳の更新

・航空レーザーシステム活用

　による森林資源等の解析
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